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イ
マ

時
寛
文
中
新
京
升
使
用
に
際
し
、
ロ
米
の
量
を
減
じ

て
前
の
扶
持
米
拾
石
を
十
八
俵
ハ
九
石
〉
に
改
め
ら

れ
、
子
孫
世
々
之
を
襲
い
だ
。

イ
マ
ヅ
ノ
キ
モ
イ
9

今
津
の
肝
煎
加
賀
務
領

近
江
今
諌
村
の
肝
煎
は
、
初
め
源
三
左
衛
門
・
孫
右

衛
門
・
喜
左
衛
門
・
四
郎
左
衛
門
限
次
之
に
宛
っ
た

が
、
寛
文
中
改
め
て
源
一
一
一
左
衛
門
の
外
、
新
た
に
次

郎
太
夫
に
命
じ
、
在
来
の
給
米
二
石
五
斗
を
減
じ
て

四
俵
二
斗
五
升
ペ
二
石
二
斗
五
升
V

と
せ
ら
れ
た
。

天
和
三
年
源
三
左
衛
門
が
死
ん
で
、
新
右
衛
門
之
に

代
っ
た
。
叉
弘
川
村
で
は
、
初
め
次
郎
右
衛
門
が
肝

煎
と
な
b
、
麗
長
中
か
ら
石
見
助
之
に
代
b
、
寛
永

十
二
年
か
ら
こ
代
石
見
助
、
蔦
治
元
年
か
ら
=
一
代
石

見
助
と
な
b
、
寛
文
中
初
期
以
来
の
給
米
二
石
五
斗

は
、
ま
た
四
俵
二
斗
五
升
に
殴
め
ら
れ
た
0
.

イ
マ
-
-
シ
今
酉
石
川
郡
中
奥
郷
に
屈
す
る
部

落。
イ
マ
ハ
ザ
カ
今
調
援
鹿
島
郡
一
背
庄
に
臆
す

る
部
務
。
も
と
mm
坂
の
出
村
で
あ
っ
た
か
ら
の
名
で

あ
る
。イ

マ
ハ
マ
今
潰
羽
咋
郡
押
水
北
庄
に
屈
す
る

邸
務
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
此
宿
は
普
は
荒
地
の
す
て

滋
な
b
し
に
、
上
は
川
尻
村
は
水
難
に
退
轄
し
、
下

は
宿
村
と
て
末
森
の
城
下
に
騨
あ
り
し
に
、
是
も
兵

火
に
中
絶
し
て
有
し
に
、
其
後
子
浦
或
は
一
宮
よ
b

高
松
ま
で
騨
な
く
て
は
往
来
使
あ
し
き
に
よ
り
、
御

愈
識
あ
b
て
、
涯
塁
細
見
村
・
新
保
村
・
鍋
坂
村
の
三

ヶ
村
を
此
腕
へ
合
せ
て
、
新
宿
に
被
仰
付
し
よ
b
今

潰
の
名
有
。
今
は
内
外
の
這
分
の
窮
な
れ
ば
、
次
第

に
繁
昌
し
て
猿
師
商
家
出
来
。
内
浦
へ
行
く
は
子
捕

に
て
馬
次
也
。
外
捕
に
行
く
に
は
一
宮
に
て
馬
次

也
。
』
と
見
え
、
三
州
奇
談
に
今
讃
の
陰
石
と
題
し
た

-

p
 

-

i

s

a

i

l

-

-

'

l

・

・1
4

h

!

山
a
T
h
f・!
l
L
1
i
h
iバ
J
j
J
4
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1
J
1
l
J
l
i
J
1
4
f
o
l
-
-
T
L

-

j

・

・

t

ぺ
J
J寸
戸
、
噌
t
E
l
i
t
-
-
E

!

?

白

川

!

日

い

れ

'

i

晶

-

4

e

y

s

i

押

1

1
6
i
l

十

p

l

;

・

イ
マ
ハ
マ
ガ
ハ
今
潰
川
源
は
m
羽
咋
郡
針
山
か

ら
出
て
、
平
床
-p・
過
ぎ
、
苦
闘
に
来
っ
て
吉
田
川
と

い
ひ
、
今
滋
村
に
去
っ
て
海
に
入
る
。
そ
の
下
流
に

於
い
て
は
相
見
川
の
群
が
あ
る
。

イ
マ
ハ
マ
シ
ン
今
潰
新
期
羽
咋
郡
押
水
北
庄
の

一
部
落
で
あ
る
が
、
交
政
頃
の
村
名
中
に
は
ま
だ
見

え
な
い
。

イ
マ
ハ
マ
ワ
カ

εヤ
ハ
チ
マ
ン
今
演
若
宮
八
幡

羽
咋
郡
今
演
の
氏
神
で
、
相
見
前
祉
の
御
子
跡
な
b

と
い
ひ
、
そ
の
祭
穂
を
初
め
る
時
は
、
必
ず
洞
見
制

祉
に
奉
告
し
た
後
に
行
ふ
を
例
と
し
た
。

イ
マ
フ
ル
ヅ
カ
今
吉
田
峨
石
川
郡
に
南
悦
塚
・

北
健
塚
の
二
部
宮
前
が
あ
っ
て
、
各
一
の
古
墳
や
・
有
す

る
。
そ
の
北
償
塚
な
る
を
オ
マ
レ
塚
と
呼
び
、
南
錦
川

塚
な
る
を
琵
琶
塚
と
稿
し
、
耐
し
て
恩
人
は
前
者
を

三
代
貫
録
光
孝
夫
泉
仁
和
元
年
十
二
用
廿
一
日
の
僚

に
見
え
た
節
婦
道
古
今
、
後
者
を
そ
の
夫
加
賀
穂
畿

大
締
高
名
の
惑
で
あ
る
と
定
め
て
ゐ
る
。
此
の
設

は
、
津
田
臨
卿
の
椋
部
考
古
遊
起
に
恕
さ
れ
る
に
至

っ
て
金
確
寅
な
る
が
如
く
信
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
非

な
る
こ
と
は
、
森
田
梯
闘
の
加
越
能
民
族
偲
に
、
『
抑

此
爾
塚
、
い
に
し
へ
い
か
な
る
人
の
楠
惑
な
ら
ん
。

中
略
。
近
〈
好
事
家
の
読
を
す
一
て
、
琵
琶
塚
は

E
し

〈
犬
神
高
名
が
古
墳
、
オ
マ
レ
塚
は
遊
今
古
が
墳
墓

な
る
こ
と
い
ち
じ
る
し
と
て
、
今
は
皆
そ
の
設
に
随

ひ
云
々
。
』
と
い
ふ
湿
り
で
あ
る
。
按
ず
る
に
好
事
家

の
か
L
る
設
を
謹
遺
し
た
原
因
は
、
北
幌
塚
の
地
が

近
代
の
石
川
郡
大
野
庄
に
鴎
し
て
、
三
代
質
録
に
今

古
を
加
賀
郡
大
野
郷
の
人
で
あ
る
と
記
し
た
に
相
類

す
る
も
の
あ
る
に
図
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
は
陪
川

以
南
で
、
固
よ
り
石
川
郡
に
鹿
し
、
決
し
て
加
賀
郡
で

は
な
い
。
況
や
平
安
朝
に
入
っ
て
此
等
の
高
壌
が
築

塚
と
い
ふ
は
、
二
子
援
・
車
塚
・
願
塚
な
ど
の
別
名
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
塚
が
前
方
後
四
で
あ
っ
た
こ
と
を

暗
示
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
そ
れ
を
三
輪
塚
の
競

で
あ
る
と
す
る
は
、
大
な
る
誤
謬
で
あ
る
。

イ
マ
マ
チ
今
町
金
揮
の
町
名
。
元
線
三
年
火

災
担
に
、
尾
張
町
・
上
今
町
・
下
今
町
と
あ
っ
て
、
今

も
上
・
下
に
分
か
れ
て
ゐ
る
。

イ
マ
マ
チ
今
町
白
山
宮
賠
償
欝
中
記
録
文
明

十
二
年
十
周
十
六
日
の
僚
に
、
白
山
本
宮
の
焼
失
し

た
こ
と
を
記
し
て
、
火
は
今
町
の
公
人
道
徳
の
家
か

ら
出
た
と
あ
る
。
今
町
は
石
川
郡
鶴
来
の
う
ち
で
、

今
も
そ
の
名
が
あ
る
。

イ
マ
マ
チ
今
町
河
北
郡
五
ケ
庄
に
鹿
す
る
都

務
。
越
後
視
の
天
正
二
年
上
移
謙
信
が
加
賀
に
侵
入

し
た
こ
と
を
述
べ
た
僚
に
、
今
回
事
悶
森
本
に
火
を

放
っ
た
と
あ
る
は
、
今
町
・
北
森
下
の
諜
で
あ
る
が
、

北
越
太
平
記
に
は
更
に
之
を
混
じ
て
今
舟
木
と
し
て

腐
る
。イ

マ
ミ
ナ
E
F

今
湊
能
美
郡
擦
の
萄
癖
。
源
平

崎
袋
担
部
永
二
年
に
、
『
源
氏
は
安
宅
，
濃
よ
b
お
ち

て
、
今
擦
・
際
塚
・
小
判
滋
・
倉
部
・
襲
河
打
過
て
、
大

野
庄
に
陣
を
取
。
』
と
あ
b
、
叉
太
平
程
延
元
三
年
越

後
勢
上
方
ヘ
縫
護
の
僚
に
は
、
『
加
賀
闘
に
暫
く
一
退
官

し
て
行
末
の
兵
輔
棋
を
用
意
す
べ
し
と
て
、
今
議
宿
に

十
億
日
ま
で
逗
留
す
。
』
と
担
す
る
。

イ
マ
ミ
ナ
ト
タ
ン
ク
ヤ
今
漢
締
結
能
美
郡
湊

に
鎮
座
す
る
。
一
村
の
産
土
紳
で
、
も
と
八
幡
宮
と

縛
し
た
が
、
明
治
七
年
今
様
締
祉
と
改
稿
し
た
。

イ
マ
ミ
ナ
ト
ノ
ワ
タ
シ
今
漢
渡
石
川
郡
本
音

〈
今
の
奨
川
〉
と
能
美
郡
撲
と
の
聞
手
取
川
の
渡
場

を
今
穣
渡
と
も
撲
渡
と
も
い
号
た
。
正
保
四
年
の
調

帳
に
は
、
舟
渡
幅
六
十
玄
関
、
深
さ
常
は
六
七
尺
、

あ
る
。

四

イ
マ
ム
ラ
キ
ユ
ウ
ベ
Z
・
今
村
久
兵
衛
前
悶
綱

紀
の
時
二
百
二
十
石
を
領
し
て
ゐ
た
が
、
天
和
元
年

に
夜
し
た
。
第
五
代
政
之
助
の
時
、
幼
少
で
三
の
一

を
受
け
て
ゐ
た
聞
に
貧
層
十
年
早
世
し
て
、
家
系
断

絶
し
た
。

イ
マ
ム
ラ
サ
ン
タ
ユ
ウ
ロ
タ
今
村
=
一
+
穴
金

揮
の
俳
人
、
叉
品
川
六
と
も
書
き
、
六
々
庵
と
も
い
ふ
。

名
は
紹
問
。
元
隊
六
年
牧
童
・
句
空
・
友
琴
と
共
に
金

揮
の
郊
外
猿
丸
宮
に
奉
納
し
た
附
合
を
集
め
、
題
し

て
猿
丸
宮
集
と
い
ろ
た
。

イ
マ
ム
ラ
ス
ケ
ダ
ユ
ウ
今
村
助
太
夫
初
め
て

前
回
利
長
に
召
出
さ
れ
て
八
百
石
を
領
し
、
子
m
m
務

に
世
襲
し
た
。

イ
マ
ム
ラ
ト
ウ
ジ
ロ
ウ
今
村
藤
次
郎
天
百
四

年
焚
兵
部
に
先
だ
っ
て
前
田
利
家
に
越
前
府
中
に
仕

へ
、
知
行
奥
カ
知
共
に
三
千
石
に
歪
り
、
後
利
政
に

屈
し
、
慶
長
四
年
病
夜
し
た
。
子
五
郎
兵
衛
は
七
百

石
を
受
け
て
利
長
に
従
ひ
、
後
商
世
々
瀞
毘
に
列
し

た。
イ
マ
ム
ラ
ト
ウ
ジ
ロ
ウ
今
村
藤
=
部
稀
は
凶

光
。
前
田
利
家
に
仕
へ
た
。
天
正
十
年
越
後
の
箪
が

海
栴
能
管
を
使
さ
ん
と
す
る
風
間
の
あ
っ
た
時
、
隊

二
郎
は
宇
出
棒
附
涯
の
浦
目
付
で
あ
っ
た
が
、
越
中

魚
捧
の
陣
中
に
あ
っ
た
利
家
は
五
周
十
五
日
附
を
以

て
藤
二
郎
等
四
人
に
替
を
奥
へ
て
響
戒
を
促
し
た
。

後
究
機
三
年
藤
二
郎
は
伏
見
の
普
諮
無
沙
汰
に
付
い

て
、
六
周
十
五
日
利
家
か
ら
三
輪
藤
兵
衛
・
大
井
久

兵
衛
に
命
じ
、
彼
の
扶
持
を
政
た
し
め
た
。
子
孫
鳳

至
郡
黒
島
村
に
住
し
て
百
姓
と
な
り
、
徳
左
衛
門
と

縛
し
た
。

イ
マ
ム
ラ
ハ
リ
マ
今
村
橋
憲
初
め
て
前
間
利

長
に
仕
へ
、
そ
の
子
孫
務
に
世
襲
し
た
。

ヒ

ヨ

今


